
平成22年度CSI委託事業

ひろさき地域共同リポジトリの現況
Hirosaki Regional Repository

• 概要
青森県弘前市内の高等教育機関による共同リポジトリ
（学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアムに
よる運営，弘前大学を含む6機関が参加）

• 今までの歩み
2009.12.4 学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム

平成21年度役員会及び総会で承認
2009.12.9 システムの選定
2010. 3. 2 ソフトウェア導入
2011.12.7   紀要電子化作業，コンテンツ登録開始
2011. 2. 1 試験公開（6機関中3機関のコンテンツでスタート）
2011.2.11 NIIハーベスト開始



システムについて

使用ソフトウェア Dspace 1.4.2
単独サーバ

システム構築・保守 業者委託（自己資金）

弘前大学学術情報リポジトリのメタデータをひろさき
地域共同リポジトリにハーベストする機能（自己資金）

弘前大学分のメタデータは，ＮＩＩ等からのハーベスト
対象外とする機能（自己資金）

handleシステム導入（10年契約，自己資金）



コンテンツ収集

• 登録作業とその準備 （委託事業費による作業）

参加機関所属の教員業績リスト 280人分を作成

参加機関発行の紀要論文 2,095件電子化

上記2,095件中，許諾が取れた213件を登録

• 参加機関との間で
参加機関リポジトリ担当者向けに説明会及びコンテ
ンツ登録講習会を行った

参加機関において，研究者向け説明会を開催した

著作権許諾に関するアドバイス

→２機関の紀要４誌について，一括許諾



今後の計画と課題

• 平成23年度中に正式公開予定

• 電子化済コンテンツの許諾手続き

• 参加機関のコンテンツの充実

• 運営体制整備

※現行ではホスト大学の担当者１名で作業

• カスタマイズ

• 広報 参加機関における認知度が低い？

• 津軽地域ないし県単位まで組織を広げられるか？

国立大学法人弘前大学
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